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Sea　coast　of　south　west　Japan　were　stud1ed　m　re1atlon　to　geography，bottom　sed1ment　and　water
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　Os耐acode　assemblages　in　the　study㎝ea　were　main1y　divided　into4　bio由cies．The　distribu－

tion　oftheir　bio危cies　seems　to　be　re1ated　to4environmenta1胞ctors，which　are　sa1inity，bottom

sediments，water　depth　and　distance舟om　the　coast．Especiauy，sa1inity　is　c1ose1y　re1ated　with　the

speci茄c　distribution　of　ostracodes，and　the　specific　component　of　the　ostracode　assemb1age　is

strong1y　inf1uenced　by　the　seasona1di術erentiation　ofwater．
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は　じ　め　に

　湖沼や内湾域のように，半ば閉ざされた水系での

生物相は周囲の環境の変化に大きく影響されやす

い．特に人問活動の活発な平野部に近接した地域で

は，人工的な自然改造と大きくかかわり合っている。

　日本の代表的な海跡湖の一つである宍道湖と中海

は古くから大規模な環境改変が繰1）返し行われてき

た地域である。すなわち，宍道湖では戦国～江戸時

代にかけての鉄穴流しによる斐伊川の東流（1635

または1639）とそれに伴う淡水化，佐陀川の開削

（1785－1787），治水・新田開発に伴う新川筋の開削

（1832）など，最近では大橋川の改修（1944）など

がある．また，中海ではたたら製鉄による弓ヶ浜砂

州の拡大，境堤防の延長工事（1930），干拓・淡水

化計画による中浦水門の建設（1974），大根島北西

水域（本庄工区）の堰堤閉鎖（1981）などが挙げら

れる。これらの自然改造によって水域における生物

相が直接影響を受けたのは当然のことであり，隣接

する水域でも大きな環境の変化を被った．

　これらの人為的な環境改変が生物相に及ぼした影

響についてはこれまでに多くの研究によって指摘さ

れている．貝類については水野ほか（1969）や高安

ほか（1987），有孔虫類については紺田（1988）や

Nomura　and　Seto（1992），珪藻類については鹿島・

野口（1988）の研究報告がある。

　介形虫類については中海の本庄工区干拓のための

堰堤工事前に調査されたIsh1zak1（1969）とその後

の介形虫相の変化を扱った高安ほか（1990）の研究

がある．堰堤工事前には，境水道付近は〃ぴ㎜α〃伽3

チo∫αθ〃此やA〃〃o　oツ肋o　などの外洋性群集が，ま

た大根島の北から南西の水域には肋oγ舳cy〃κκ
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　　図1a．　調査地域および試料採集地点．
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　　　図1b．調査地域の地形断面図と底質採集および水質計測地点．
醐g蝸邊　Topographica1profi1e　and　the　sites　ofsediment　sampling　and　water　qua1ity．

眺伽θ〃3加や卵肋〃ε加〃∫卯α伽αC〃1刎oなどの内湾

性群集が種数，個体数ともに豊富に生息していた。

しかし，工事後の本庄工区堰堤内は外部からの海水

の流入が絶たれ，塩分濃度が徐々に減少している。

また，堰堤工事による海水の流入経路の変更によっ

て，大根島南西部はそれまでの介形虫種が激減し，

肋0閉〃Cツ伽肥肋伽θ〃此を優占種とする単純な群集

に変化した。これに対し，工事前には介形虫類が全

く検出されなかった中海の中央部に肋o閉〃Cツ肋㈹

わj∫伽舳j∫群集が出現するようになった．

　本稿では，美保湾から境水道を経て中海に入った

海水が大根島の南を迂回して大橋川に至り，さらに

宍遺湖に入って貧塩分汽水に変化する一連の水域環

境の中で，介形虫群集がどのよう．な挙動を示すかを

考察した。
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試料および処理

　試料の採取地点は美保湾（海水）から宍道湖（貧

塩分汽水）に至る測線に沿って14地点設定された

（図1a）．これらの地点を定点として，1995年10

月から1996年8月にかけて月1度の底質試料採取
と水質調査を行った、底質試料は表層堆積物をエク

マンバージ式サンプラーにより採取し，水質（水温，

塩分，PH，溶存酸素濃度）は水深50cmごとにデジ
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タル式水質計4を用いて観測した（図1b）画

　エクマンバージグラブ（表面積20×20cm）で採

取された底質試料は表層部（1Cm）を船上ですくい

とり，その約250㏄をプラスチック容器に保存した。

これらの試料のうち200ccはその日のうちに200メ

ッシュの飾（74μm）で水洗され，80℃のオーブン

中で乾燥された．乾燥試料はおよそ200個体の介形

虫殻を含む試料に分割された後，介形虫類の定量的

摘出を行った。試料の残り50㏄は各種底質分析用

に保存した。介形虫個体の算定は成体，幼体を問わ

ず，両殻，片殻および同定可能な破損殻をそれぞれ

1個体として扱った。

　底生介形虫類は主として底質表層部の有機物に富

むフロキュレント層に生息しており，このフロキュ

レント層は水底のわずかな水の動きによって移動す

ることが知られている（池谷・塩崎，1993）。したが

って，今回の採泥方法によって採取された底質試料

は，介形虫類のほとんどの生体個体がフロキュレン

ト層とともに流出した可能性がある。事実，各試料

における介形虫の生体個体は少なく，ほとんどの試

料で生体と遺骸殻の比は1対10～1OOであった．ち

なみにフレーガーコアラーを用いた浜名湖での定量

解析（Ikeya所oム，1985）によれば，生体と遺骸殻

の比は1対2～8であった．

　したがって，本研究では生体群集を扱うことがで

きないので，すべて遺骸群集として扱うこととした。

またう月別試料の不均一性を考慮して，各地点の介

形虫遺骸群集は隔月（6ヶ月分）の総和として扱っ

た。しかし，宍道湖奥部の3地点では，介形虫の個

体数は少なく，総計でも1から3個体であった。

環境要　素

　測線に沿った各地点における介形虫群集の組成の

違いは何によって規制されているのであろうか。地

形，底質および水質との関係を考察するためラ測線

に沿った底質を加えた地形断面図を描き（図1b），水

質については夏期（7月）と冬期（1月）の水深50cm

ごとの水温，塩分，PH，溶存酸素濃度の観測値をコ

ンターマップで描いた（図2）。

　地形断面（図1b）：宍道湖奥部から美保湾にかけ

て，水深は徐々に増加（6～13m）するが，途中，

宍道湖東部と大橋川河口部に地形の高まりと，宍道

湖と大橋川の中央部に凹状の地形が認められる．ま

た，中海の中央部には水深7．5mの湖底平原と落差

約5mの湖棚崖が認められる。大橋川と境水道部で

は，河口に向かって河床は急深になり，導水路特有

4デジタル式水質計：YSI社製多項目水質モニター（mode1600）

の濡が形成されている。■

底質（図1b）：中海への導水路となっている境水道

は下流部で極粗～粗粒砂，上流部で中粒砂からな

る。また，宍道湖と中海をつなぐ大橋川は中粒砂か

らなるが，宍道湖および中海に近接した地形の高ま・

り部では細粒砂となっている。導水路部の粗粒の底

質は潮の干満で生じた強い水流により，細粒の粒子

が流出したと考えられる．大橋川では砂底上にホト

トギス貝の密集帯がみられる．宍道湖と中海および

美保湾の底質は泥質堆積物からなり，特に宍道湖で

は泥質ペレットの存在が顕著である。

　湖沼および浅海域の特徴として，水質（図2）は
季節的に激しく変動する。ここでは水温，塩分，pH，

溶存酸素の変動を夏期（7月），冬期（1月）につい

てまとめた。

　水温（図2a，a’）1外気温に強く影響され，夏期は

上層部，冬期は下層部の温度が高くなる。美保湾か

ら中海にかけて，夏期，冬期ともに水深2～5m付近

に躍層が認められ，この躍層を境に表層水と底層水

とにわけられる。水深5m以浅からなる宍道湖から

大橋川にかけては表層水が底質直上まで及ぶため，

夏と冬の水温格差が大きくなっている。これに対し

て，躍層下にある中海から美保湾の底質直上水の水

温格差は小さい．また冬期には底質直上の水温は宍

道湖から美保湾に向かって順次高くなっている．冬

期における宍道湖の水温の低下は冷たい斐伊川の流

入に影響されていると考えられる．また，中海から

美保湾にかけての底質直上水は日本海の影響により

10℃以下に低下することはほとんどない。

　塩分（図2b，b’）：美保湾から宍道湖に向かって

塩分濃度は33～4psuまで大幅に減少する。夏期と

冬期を通じて水深5m付近に2つの躍層が認められ

る。　すなわち，美保湾から中海にかけて17～27psu

を示す躍層と，大橋川から宍道湖東部にかけて5～

15psuを示す躍層である．大橋川から宍道湖に存在

する躍層は夏期になると西より（湖中央部）に張り

出すため，底質直上水は冬期の5psuから夏期の9psu

に変化する。一方，夏期，冬期を通じて強固な塩分

躍層が存在する美保湾から中海では底質直上水の塩

分に季節変化はみられない．

　p　H（図2c，c’）：植物プランクトンの増減を反

映して，表層水では冬期より夏期のpH値が高いが，

底層水では冬夏ともに表層部に比べて低くなってい

る。宍道湖および中海の中央部で高く，沿岸部や水

路部で低くなっているのは人口密集地をひかえた都

市部からの生活雑排水の影響によるものと考えられ

る。宍道湖奥部の低PH値は斐伊川河川水の影響を，

また中海底層水のpH値の低下はバクテリア活動に

よる炭酸イオンの増加を示唆している．

　溶存酸素（図2d，d’）．植物プランクトンの活動



84 田中　源吾・瀬戸 浩二・高安　克己

誹

~0 

~
P
 
1
 
2
.
0
 n 0.0 

Wi nter 

Temperature (~c ) 

b
 

1 7.0 

Winter 

Salinity (%.) 

◎

（帥

5

2．

　　　　　　2轡．◎

6．

咽⑪
S藺醐胴餅

Te㎜perat鮒e（わ）

祠5

　b蓼
⑪

（胴）

5
．0

服．

でO

3．O

.tl 7.6 a 

Winter 

pH 

d
 

o. 

o. 10 .o 

Winte;r 

Dissolved oxygen(96) 

St. 1 Z
 

3
 4s 

6
 

7 891 11Z 13 14 11

S藺m胴er

Sa唖面n百ty（鴇）

モ5

　C夢
O

（剛

5

．0

で◎

8乏

司5

0
（耐）

5

S阯mmer

pH

・、

10

司5

改
10．O

S阯㎜mer

⑪面sso田ved　　oxyge蘭（％）

O．0
90．O

　図2．調査地域における水温・塩分・PH・
醐g2．Vertica1seasona1distribution　ofwater　temperature，saHnity，pH　and　disso1ved　oxygen．

St．1　　2　　3　　　　　噂5　　　　6　　7　8910112　13　　　14

　　　　　　　　　　　　　　　　11
　溶存酸素の鉛直分布の季即変化

を反映して，夏期，冬期ともに表層水で高い値を示

す。特に宍道湖，中海中央部では過飽和に達してい

る．PH値の分布と同様に，夏期に宍道湖沿岸部で

急激な低下が認められる。中海の底層水は有機物分

解に伴うバクテリアの消費によってpH値と同様の

低い値を示す．冬期の宍道湖は対流による湖水の撹

絆のため，底層水の溶存酸素濃度は高くなる。した

がって，PHと溶存酸素値の分布パターンが互いによ

く似ているのは，両者の値を規制する要因が同じで

あることを示唆している．

　今回の水質観測値を本庄工区堰堤工事後の連続観

測値（橋谷ほか，1991）と比較した結果，過去10

～20年問にわたって調査地の水質の年変化はほと

んど認められなかった。

介形虫群集

　美保湾から宍道湖にかけての環境の変化に対応し

て，介形虫群集はどのように変化するのか，個体数，

種数および群集の多様度について調べた（図3a－c）．

　個体数（図3a）：乾燥重量（1OOg）当りの個体数

は境水道（St．13）の3147個体から宍道湖中・西部

（St．1～3）のO個体まで大きく変化する．海水域

（塩分濃度33～31psu）の美保湾から中海中央部で

1OOO個体を超え，多塩分汽水域（30～25psu）の中

海から大橋川河口部にかけて減少し，中塩分汽水域＼

（18～5psu）　の大橋川（St．7）から宍道湖にかけ

て激減（8－2個体）する．

種数（図3b）：美保湾から境水道部で75～85種と豊

富であるが，内湾環境の中海奥部から大橋川，宍道湖

にかけてlO種以下となる。その中でも特に，中海

中央部（St．9，1O）は個体数が多いにもかかわらず

肋o〃〃Cy肋㈹わゴ3伽θη此1種のみから構成される。
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10

5

多様度指数5（図3c）：中浦水門（St．12，11の問）

を境に，多様度指数は海水域で高く（3．4－2．8），汽

水域で低い（1．O－1．5値をとる。中海および宍道湖

は全域にわたって多様度指数1．Oときわめて低い．

導水路部（St．13，St．6）は周辺部に比べて高い値を

示す。これは沿岸周辺部からの流れ込みが影響して

いると考えられる。

　本地域の介形虫類は104種からなり、産出頻度の

高い24種に基づく群集区分を行った結果，6つの群

集型と4つの介形虫相が識別された（図4）。

　群集型：A群集は美保湾から中海湾口部（St．12）

にかけて分布するムoxooo〃c伽o06〃伽からX鮒o一

肋θグj∬ogo〃舳ゐまでの16種で構成され，B群集は

美保湾から中海に分布するq伽。o〃o仰o　oω一

5Shamon－WeaveI（1949）の情報関数H’＝一ΣP1IogP1（n
　総種数，Pi：i番目の種の個体数）

〃〃α伽，切〃〃伽沁g〃α〃oc〃1刎αからなり，C群集

は美保湾から宍道湖東部まで広く分布する励00閉〃一

cy伽κわj∫o閉8心1種で構成される。また，大橋川

に分布するD群集は〃oρo〃oqが∫？sp。や
C伽6o〃oCW心o∬1舳j〃∫からなりラ大橋川から宍道湖

東部にかけて分布するE群集はDo1舳o卯〃o舳んoj一

∫〃〃κ〃κやCytheridae　gen．et　sp．indet，宍道湖東部

に分布するF群集は8ρ加〃伽〃8ρ〃c伽αで構成され
る、

　介形虫相：介形虫相Iは美保湾から中浦水門に分

布域をもち，多様度指数の高い海水域の介形虫群集

で構成され，A－C群集が含まれる。介形虫相nは中

浦水門から中海（多塩分汽水域）に分布し，主とし

て趾o舳cW加κわゴ8〃一舳加が優勢し，内湾性のB，C

群集で代表される。介形卑相皿は大橋川河口部から

大橋川（中塩分汽水域）まで分布域をもち，沿岸，淡

水種のD，E群集で代表される．また，介形虫相1V

は宍道湖東部（中塩分汽水域）に分布域をもち，E，F

群集で代表される．

介形虫群集と環境要因

　池谷。塩崎（1993）　は，日本沿岸の内湾に優占

する介形虫類の環境への適応を規制するものとして

3つの要因（底質，塩分，水深）を取り上げた。ま

た，高安ほか（1990）によれば，中海地域の介形虫

群集は底層水の滞留状況と塩分がその分布に影響し

ていると指摘した．

　本地域の介形虫群集は，美保湾（海水域）から宍

道湖（中塩分汽水域）に分布し，宍道湖中・西部（貧

塩分汽水域）には産出しない。　　　　　　　1

　美保湾から中浦水門（介形虫相Iゾでは，海生種

（A群集）と海生～汽水生種（B，C群集）から構

成され，その中でもムακoCo〃Cんo　oCθ〃伽，P伽oq伽一

ωjパ0∫αξ〃ぬ，L0兀000〃C肋舳〃0κ〃6〃83∫，肋吻1θ一

わ6〃∫〃〃な舳αjは主として塩分に，またム0エ0C0〃C伽

肋伽6η8ゐやル〃αcwわαなどは主として底質に左

右されていると考えられる．境水道部（St．13）で

はAからC群集までが集積するために多様度が高
くなっていると思われる。

　中海地域（介形虫相1）は趾o舳Cγ肋㈹挑ω7θ〃此，

8ρ加〃伽〃8g〃α〃oα〃θ伽，Cツ肋㈹舳oψoαωρ舳c一

伽o，が優勢するB，C群集から春る。池谷。塩崎

（1993）によれば，肋o舳q伽肥肋伽θ113ゐの生息

域は，水深5～9m，底質5～7Md②，塩分20～30psu

に，8ρ肋〃伽グゐ卯o〃αc〃θ伽は水深2～7m，底質5

～8Md②，塩分20～30psuに，そしてCツ肋舳o榊oψo

αα4〃〃α伽は水深2m前後，底質2Md②前後，塩分

27～29psuに，それぞれ最もよく適応しているとし
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　　図4．介形虫群集型と介形虫相．
Horizonta1changes　ofostracod　assemb1ages　and　biofacies．

ている。中海の湖盆域における肋o閉〃Cツ伽κ
伽伽6〃∫加の適応域はほぼ前述の範囲と一致してい
る。

　大橋川河口部から大橋川（介形虫相皿）は，沿岸

性種の肋ρ01πocWなsp．や淡水性種のDo1舳oW肋
舳κ0ゴ3”舳θ”∫θやC伽60η00ツρ”∫ω∫肋τ〃∫で代表され

るD，E群集からなり，これらの種は沿岸部から濡

に集積したものと考えられる。

　宍道湖東部（介形虫相IV）はF群集からなり，本

相を特徴づけている8ρ肋〃伽r心ρ〃c伽oが塩分変化

の激しい環境に生息することが知られている（Ikeya

θ8αム，1995）ことと合わせ，本地域の塩分躍層の発

達が本種の分布を規制していると考えられる．

内湾指標種について

　中海において内湾指標種3種（肋o舳oy肋θκ

肱伽舳ゐ，8ρ〃肋ぴ的〃α〃0C〃6伽，q伽胴η0ψ0

0c〃〃〃α伽）の合計個体数頻度が総介形虫数の50％

を越える地点は，Ishizaki（1969）のデータに基づく

とlO地点、高安ほか（1990）のデータでは22地点

認められた。これら3種のそれぞれの優占度を相対

的な個体数比（池谷。塩崎，1993）として比較する

と，本庄工区堰堤工事後の中海では南東の湾奥部（米

子湾）を除き，励C0グ舳Cy伽肥わj∫01舳818が単独優占

している。また工事前に認められた同地域の群集は

工事後には消滅していることがわかる（図5）．

　これらの内湾指標種と環境要因（水深，塩分）と

の関係について，池谷。塩崎（1993）の相関図（図

6）でみると次わようになる。すなわち，本地域に

おける肋0舳Cツ伽κ肱伽θ〃∫ゴ∫は他の地域と多少

異なり，最適応領域内（水深5～9m，塩分20～
30psu）の他，やや浅い水深（3．3m）に向かって，低

塩分（6．1psu）の領域まで認められる。また，3ρ肋〃伽沁

仰〃肋6〃ω吻が最優占種となる地点は米子湾の1

地点（水深5．7m，塩分19．5psu）にのみ認められ，

q肋θ舳η0砂00C〃ρ舳C伽αが1位種となる地点は認

められなかった。このように本地域での肋0閉肌ツ伽肥

眺伽6η∫1∫は他地域と異なって，浅海一低塩分域にも

優占的に適応していることがわかった。この生息域

の特異性は殻表面の装飾にも現れている。

　肋o舳κy伽κわ1∫α〃6〃∫1∫の表面装飾の発達につい

て，成体では殻全面に装飾が発達するのに対してA－1

幼体では殻の前半部が未発達であるものが知られて

いる。この殻前半部の未発達装飾の原因をIshizaki
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1967

図5．中海における1967年及び1986年の3優占種の分布．

3軸はqv〃閉01ηo砂oαω1フ〃〃α伽（C．α），卵〃〃θわθ〃∫g〃o∂〃αc〃1刎o（∫g），肋o舳qWん㈹わj∫01一㈹j∫（且わ）の産出頻

度（％）をあらわす．

醐g5．　Frequency　in　occurrence　ofthe3dominant　species　in　each　station　collected　in1967and1986．Each　axis　indicates

the　percentage　of　Cy〃肥ハo〃一〇ηフんo　oc〃12〃〃αozo（Cα），功”〃〃θわθ〃．∫g〃o∂〃oc〃1θo肋（3g）andβκo〃〃cy〃昭肥わ’∫o〃θ〃∫’．∫

（風わ．）．

（1975）は殻の成長段階での水温差に求めた。すな

わち，低水温で成長した殻は表面装飾の発達が悪く，

高水温の時に発達しているという。

　そこで，Ishizakiと同様な手法（Mam－Whitneyの

U検定）を用いて，美保湾から大橋川河口部の7地

点（St．14～8）のA－1幼体について各地点問の表面

装飾に「有為な差」が認められるかの検定を行った．

その結果，9つの地点問で「有為な差」が認められ，特

にSt．14とSt．13，St．11とSt．12においては近接する

2地点問で「有為な差」が認められた．

また，St．8，9，lOでは全ての組み合わせにおいて「有

為な差」は認められなかった（図7）。これらの地

点を池谷。塩崎（1993）の相関図（図6）に示すと，

汽水域から内湾域（St．8～lO1水深6．5～7．Om，塩分

23psu前後）では表面装飾の発達の悪いタイプと中

間のタイプが存在し，湾口部（St．12，13：水深10．2

～11．8m，塩分30～32psu）では表面装飾の中問のタ

イプと発達の．程度が高いタイプが存在する。外洋

（St．14：水深13m，塩分33psu）では表面装飾の発

達の程度の高いタイプのみが存在している．Ishizaki

（1975）のサンプルが全て汽水域からのものである

ことを考えると，肋0舳Cy伽κ肋011θ〃∫心にみられ

る表面装飾の発達の差は広域的（地理的）な水温勾

配によると考えるよりも本地域でみられるように水

深，塩分濃度差に左右されていると考えられる．特

に塩分濃度差が表面装飾の発達に影響していると考

えられる。また，池谷。塩崎（1993）で認められた

内湾種の分布を規制する環境要因は種問の分布のみ

ならず，種内の殻表面装飾をも規制していると考え

られる。

ま　　と　　め

　本調査により，これまで未報告であった大橋川か

ら宍道湖東部までの中塩分汽水域の介形虫群集が明

らかにされ，美保湾・中海。宍道湖に至る一連の環

境変化と介形虫群集との関係が考察された．

　本地域の介形虫群集の分布は塩分，底質，水深，

沿岸からの距離に規制され，特に塩分は美保湾から

宍道湖に分布する介形虫相や肋o閉。Cy伽肥挑α〃θ〃一

31∫のA－1幼体の殻表面装飾を規制する最大の環境

要因となっているようである。また本庄工区堰堤工

事後，中海全域は肋0舳κツ〃κκわゐα〃θ〃此が優占

するようになり，人為的環境改変が生物相に甚大な

影響を与えていることが示唆された．
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ExplanatioEl of Plate 
(A11 figures X 66 and lateral view of left valve) 
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Spinileberis pulohra Chen, 1 982 

Juvenile, Shinji-ko. St. 4 

Dolerocypria muhoishimense Okubo, 1980 

Ohashigawa. St. 6 

Propontoc)pris ? sp. 

Ohashigawa. St. 6 

Cardonocypris assimilis Sars, 1894 

Ohashigawa, St. 6 

Cytheromorpho acupunctata (Brady, 1880) 

Male, Miho Bay, St. 14 

Cytheridae gen. et sp. indet 

Ohashigawa, St. 6 

Spinileberis quadiiaudeeta (Brady, 1 880) 

Female, Miho Bay. St. 14 

Bicornlaythere bisanensis (Okubo, 1 975) 

Male, Nakano-urni, St. 10 

Paracytherois tosaensis Ishizaki, 1968 

Miho Bay. St. 14 

Pontocythere subjaponica (H:anai, 1959) 

Juvenile, Sakai Suido, St. 13 

1 1 . P, miurensis (H:anai, 1959) 

Juvenile, Miho Bay, St. 14 

12. Propontoc)~7ris attenuata (Brady, 1868) 

Nakano-uml, St. 12 

13. Aurila cymba (Brady, 1868) 

Sakai Suido, St.13 

14. Cythere nishinipponica Okubo, 1976 

Sakai Suido, St. 13 

15. Nipponocythere bicarinata (Brady, 1880) 

Male, Miho Bay, St. 14 

16. Loroconcho uranouchiensis Ishizaki, 1968 

Male, Miho Bay, St.14 

Fig. 17. 

Fig. 18. 

Fig. 19. 

Fig. 20. 

Fig. 21. 

Fig. 22. 

Fig. 23. 

Fig. 24. 

Loxoconcha harimen.sis Okubo, 1 980 

Miho Bay. St. 14 

Loxoconcha ocellota Hou. 1 982 

Juvenile. Miho Bay. St. 14 

Pistocythereis bra~i ~shizaki, 1968) 

Miho Bay, St. 14 

Firanarchinella uranipponica Ishizaki , 1 969 

Sakai Suido. St. 13 

Xestoleberis sagamiensis K*ajiymna, 1913 

Miho Bay, St. 14 

Moosella tomohoae ~shizaki, 1968) 

Sakai Suido, St. 13 

Trachyleberis niitsumai Isbizaki 

Juvenile, Nakano-umi. St. 12 

1971 

Trachyleberis scabrocuneata (Brady, 1880) 

Female, Nakano-uml. St. 12 
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